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       「海外子女文芸作品コンクール」に全校で応募！その２ 
      校長 佐藤 義朗  

 

７月の全校朝会の校長講和では、ついこの間小学校に入学した１年生の詩を紹介し、人類は生物の中で

唯一字を発明し思いや願いを他の人に伝え、記録に残してきた。この能力を大切にしてほしい旨のお話を

子どもたちにしました。今回は、２年生から６年生の俳句と短歌を紹介します。自身が見て感じたインド

を、短い言葉の中に深い意味や感情を込めて豊かに表現することができました。 

 

・モンスーン カミナリの音 黒いくも          ２年 I M  

・あつい日に リキシャにのって サングラス       ２年 S T     

・あつい日に リキシャにのって うたったよ             ２年 F S 

・リキシャはね きいろとくろの サングラス            ２年 D M             

・モンスーン 犬がびしょぬれ どうしよう         ３年 M T 

・モンスーン 雨もふりつつ あつさあり               ３年 S M 

・モンスーン 雨でビショぬれ ああさむい             ３年 M S 

・グルモハル 鳥があつまり にぎやかだ         ４年 K T 

・はじめての タージマハールは モンスーン       ４年 R I 

・インドのね きれいなお花 グルモハル         ４年 H W 

・モンスーン 緑がゆらゆら おどってる         ５年 Y F 

・ひとつのね でんしゃに人が あふれ出す        ５年 T G 

・なにこれは 何て書いてる ヒンディー語         ５年 Y G 

・グルモハル 暑さにまけず 美しく 

        真っ赤にそまって ピッカリ光る     ４年 Y N 

・後ろ向く バイクに犬に 下はゴミ 

         歩くだけだが 一つのノルマ       ５年  N S 

・ムンバイは とても暑いな あついけど 

         この地の人は がんばっている      ５年 K S 

・インドから いろんなくにへ 出発だ 

         いつもわくわく 文化の違い       ６年 S N 

     ・登下校 黄色と黒の リキシャとめ 

               ゆらゆらゆれて 風を感じる       ６年 A M 

                  

グルモハル
 
JAPANESE SCHOOL  

OF MUMBAI     
 

TEL 022-6694-0630  

  11 JULY/2025 NO4 

 

 

 

 



 

 

 

 小学部５年生から中学部３年生の児童生徒が、６月４日～６日までの２泊３日の日程

で修学旅行に行ってきました。前日からみんなワクワク、ドキドキ。いよいよ待ちに待

った３日間が始まり、いざ飛行機へ。初日は日本が誇る総合機械メーカー「コマツ」へ

の企業訪問を行いました。巨大なダンプトラックや産業機械に全員ビックリ。そしてそ

の大きさに圧倒されるばかり。建設業界に無くてはならない重機を作っているコマツの

方々にみんな感心しきりでした。 

２日目は午前中にマハーバリプラム観光。海岸寺院、５つのラタ、アルジュナの苦行、

クリシュナのバターボールといった名所を回りました。午後からはチェンナイ補習授業

校との交流。ドッジボールやスイカ割りを楽しみました。同じようにインドで頑張って

いる児童生徒との交流はとても貴重です。短い時間ではありましたが、仲間意識も生ま

れ、とても有意義なものとなりました。 

３日目はチェンナイ市内観光。カーパーレーシュワラム寺院の後は車窓からマリーナ

ビーチを眺めつつ、聖トーマスバシリカ教会へと向かいました。 

今回の旅行では日中だけでなく、ホテルの部屋の中で遅くまで友達とおしゃべりした

ことも含め、とても良い思い出ができたようです。暑い日が続いた中での修学旅行とな

りましたが、スローガン「アッチャー（インドの言葉で『いいね！』）メモリー～学び合

う修学旅行にしよう～」を達成できた素晴らしい３日間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                      

修学旅行でチェンナイへ行ってきました！ 

 コマツで説明を聞きました チェンナイ補習授業校との交流 インド人もビックリ バターボール  

小学校高学年児童、中学部の生徒たちが修学旅行に行ってい

る間、低・中学年の児童たちは Happy Colorful Days と名付

けた特別日課で３日間を過ごしました。 

初日は英会話校外学習で花屋さんに行き、花のお買い物。英語

で店員さんに花の種類を聞くなどして素敵な花をたくさん買

い、ご機嫌で学校に持ってきました。その後はインド人スタッフ

の指導により、ディワリ（ヒンドゥー教のお正月）名物の砂絵「ラ

ンゴリ」に挑戦。またインド版鬼ごっこのカバディにも挑戦しま

した。 

２日目はキッザニアでいろいろな仕事やサービスを体験。チ

ーズを作ったり、ドーナツを作ったり。こちらのお目当てはその

後の試食という話しもあったりしますが…。その他にも消防士

の放水や、救急隊員になりきってビルの壁をよじ登る体験を楽

しむ姿が見られました。 

最終日はミニ運動会。玉入れ、ドッジビー、障害物、縄引き、

リレーといった種目を全力で楽しみました。ミニ運動会と言い

ながら、大運動会と言ってもおかしくないくらいでした。 

聖トーマスバシリカ教会  


